行政書士試験の「構造理解」が合格のための土台
　　　　　　　　　
「基礎」と「文章理解力」（下記【１】【２】）について確認の上、「自己の課題（現状実態と目標とのギャップを把握し、ギャップを解消する対策項目）を設定する。
各対策項目を時間軸（年間、月間、週間）に落し、日々の「実行計画（スケジュール）」として、「一歩一歩実行」する。
【１】「行政書士」試験の構造（「基礎」と「文章理解（力）」との関係）。





★この構造理解が必要である。（→この理解も重要な基礎！すなわち以下）
【１】－１．広義の「文章理解」：すべての科目の基礎としての「文章理解力」
　　　　　　　　　　問題１～問題６０計　３００点の全てに根底から関わっている。
→文章の一字一句をキチット読む！（読み飛ばさないで読み、主語、述語、目的語を正確に読み、出題者の意図を掴み「出題者」の「期待出力」に応える力。）
この力に不安のある受験生は、早い時期からの対策（訓練）が必要である。
→この訓練が不足のまま、本番に臨むと１８０点以上　確保は難しくなる。
つまり、時間制限という極限に置かれたとき、日頃の思考・行動（本能的欲求＝自己の価値観、思考

行動パターン、すなわち出力し易い感覚ないし知識等）で応えてしまうことになる。
【１】－２．狭義の「文章理解」：一般知識の科目としての「文章理解」
問題５８、問題５９、問題６０計　３問１２点　足きり対策上重要である。
→広義の「文章理解力」があれば、正答できる問題である。
⇒それが試される問題が、「趣旨把握」「内容把握」「並べ替え」「穴埋め」等の形式で問われるだけであるが、スピード対応のためには一定の「解法習得」が必要。
【２】「基礎」とは何か！
　　（法律の「目的を理解」し、以下）
　　【２】－１．言葉の意味（概念）を理解すること。　

　　　　　　　　定義・意義、趣旨（存在理由）を理解すること。
【２】－２．全体像を理解し関係性を知ること。（理解するとは関係性を学ぶこと。）
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